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食品の製造加工事業者は関連する法令や業界や自社が作成したルールなどを遵守し、一定の衛
生レベルの確保を果たしている。その上で、さらに衛生管理の向上を目指す場合に、HACCPへの
取組みを目指すことが多い。また、食品安全レベルの達成度が一定水準以上であることを認める
制度として、ISO22000 などの食品安全認証がある。これは、第三者的な立場の機関が食品製造
における施設設備・環境や作業者への要求などが達成しているかを確認し与えるものであるが、
これらの認証にも HACCPの考え方が基本的に重要な位置を占めている。 
ところが、HACCPへの取組みは、人的資源などが乏しい中小零細企業への導入が進んでいない
のが事実である。また、自治体ベースでの導入や業界団体ごとに普及しているものの、日本とし
て統一された制度として確立されておらず、海外から見ると日本において HACCPの認証体制が混
沌としているように映っている。また、昨今の食品に関わる事件・事故をみると、それら遵守す
べき事項の理解不足がみられる。さらに、認知しているにもかかわらず、自己の利益追求から、
それらに反した行為を行なっている場合もみかける。 
現状、我が国における HACCPの普及が進まない中で、その阻害要因を明らかにし、それらの要
因の根幹にある課題を整理することで、食品事業者が取り組むべき項目についてのあり方を示す
とともに、HACCP構築の基盤となる具体的な項目を体系的に示す。また、HACCPを取り巻くいろ
いろな視点からの課題を整理し、従来の HACCPでは不十分だった一般的衛生管理プログラムの改
善策として、体系化した具体的事項を提案する。 
HACCPおよび HACCPの導入を前提とする場合に整備するべき一般的衛生管理プログラムの概要
を整理する。また、FSSC22000など代表的な国際的食品安全認証について、基本的な構造を整理
する。次に、HACCPを取り巻くいろいろな視点からの課題を整理する。具体的には、食品業界に
おける代表的な事件・事故を HACCPの視点から要因解析を行うことで課題を整理するとともに、
国内の HACCPの有識者から HACCPにおける課題のヒアリングを行う。さらに、欧米、中国など海
外諸国の動向、CODEX委員会のような第三者機関や産業界の動向（GFSIなど）、また国内行政の
動向を整理する。その上で、HACCPの一般的衛生管理プログラムに加えて、食の信頼を確保する
ために、「信頼確保のために必要な項目」と、それぞれの項目を管理する「衛生・品質に関わる
マネジメント」とに体系的に整理する。 
HACCPの一般的衛生管理プログラムを、製品の衛生・品質レベルに影響を及ぼす項目の視点で
整理し、製造・品質管理の担当者の理解が促進される。また、最低限取り組むべき事項・取り組
むことが望ましい事項の２段階のレベルで提示し、中小事業者・新規参入事業者からグローバル
対応を目指す企業まで利用可能となる。 
